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本日の内容

1．2025年漁期のサケ資源状況

2．2025年漁期のサケ資源減少要因
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主要な国・地域別のサケ商業漁獲量と放流数の推移
左軸（棒グラフ）：商業漁獲量（万トン）、右軸（折れ線）：放流数（億尾）
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＜漁獲量＞
• 北太平洋全体：1990年代-2010年代が多く、近年は減少傾向
• 日本：1990年代は世界の60-70％、2005年以降は減少
• ロシア：2005年以降増加したが、近年は減少傾向
• アラスカ：2020年頃に減少したが、その後回復

＜放流数＞
• ロシア・アラスカが増加傾向、日本は減少傾向
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総来遊数沿岸漁獲数河川捕獲数道県、地区
（海区） 前年比2024年度2025年度前年比2024年度2025年度前年比2024年度2025年度

3917,651,9006,858,4023615,628,5775,615,289612,023,3231,243113北海道

424,515,8831,879,679354,096,5871,446,253103419,296433,426太平洋

3813,136,0174,978,7233611,531,9904,169,036511,604,027809,687日本海

35 11,945,3744,222,71434 10,632,3893,619,50146 1,312,985603,213(オホーツク)

64 1,190,643756,00961 899,601549,53571 291,042206,474(日本海)

21 3,082,407638,24519 2,888,106559,50741 194,30178,738(根室)

59 1,091,038641,88151 1,000,824507,708149 90,214134,173(襟裳以東)

175 342,438599,553183 207,657379,038164 134,781220,515(襟裳以西)

35 207,35371,82230 91,96327,73238 115,39044,090本州

37 83,60430,73933 52,29317,06144 31,31113,678太平洋

33 123,74941,08327 39,67010,67136 84,07930,412日本海

39 17,859,2536,930,22436 15,720,5405,643,02160 2,138,7131,287,203合計

42 4,599,4871,910,41835 4,148,8801,463,31499 450,607447,104太平洋

38 13,259,7665,019,80636 11,571,6604,179,70750 1,688,106840,099日本海

・全国：総来遊数693万尾（前年比39％）の大不漁
・4地区ともに前年の3～4割程度まで大きく減少

2025年のサケ来遊状況
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・2021年級の回帰が
全地域で悪く、1989
年級以降で過去最低
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回帰年齢
*2019年級：6年魚まで
*2020年級：5年魚まで
*2021年級：4年魚まで
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・2021年級の回帰が
全地域で悪く、1989
年級以降で過去最低

・2-4年魚の合計でも
2021年級は少ない
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回帰年齢
*2019年級：6年魚まで
*2020年級：5年魚まで
*2021年級：4年魚まで
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・2021年級の回帰が
全地域で悪く、1989
年級以降で過去最低

・2-4年魚の合計でも
2021年級は少ない

・4年魚の回帰も悪い

・3年魚に比べ4年魚の
回帰数が少ない



2025年漁期におけるサケ資源の傾向

来遊数が全ての地域で大きく減少
・北海道：前年比39％、本州：前年比35％
・総来遊数は1989年以降で最も少ない
・直近2年と比較しても、大きく減少

主群となる2021年級（4年魚）の来遊
・2021年級の来遊は全ての地域で少ない
・2-4年魚合計、4年魚単独の来遊数は共に少ない
・3年魚と比べ、4年魚の来遊が少ない



本日の内容

1．2025年漁期のサケ資源状況

2．2025年漁期のサケ資源減少要因



北海道5海区におけるサケ年齢別来遊数
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・えりも以西以外の地域で前年よりも減少
・多獲地帯であるオホーツク・根室での落ち込みが顕著
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北海道5海区におけるサケ年齢別来遊数
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・えりも以西以外の地域で前年よりも減少
・多獲地帯であるオホーツク・根室での落ち込みが顕著
・主群である2021年級（4年魚）は1989年以降で最も少ない

各海区における、サケ稚魚降海時の沿岸海洋環境は
どのような状況だったのか？
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サケ資源変動に影響すると思われる要因

（水産庁第1回不漁問題に関する検討会資料を改変）

親潮・沿岸親潮の弱勢化／暖水塊の出現

回遊条件の悪化
・適水温期間の短縮
・適水期間形成時期

の変化

餌環境の変化
・種組成の変化
・栄養塩の減少
・季節消長の変化

捕食者分布の変化
・水温上昇による

捕食者との分布
の重複

稚魚降海～北上回遊期

回帰時の
水温上昇

親魚回帰時期

回遊経路・時期の
変化

成長の悪化 捕食圧の増加

サケ資源減少・回帰率の低下

回帰過程で
の減耗

オホーツク海まで到達する個体の減少



2022年4-7月のオホーツク海・根室沿岸における水温の推移
• 平年よりも8℃到達時期が遅く、13℃到達時期が早い
• 8～13℃期間が例年より短縮

①オホーツク・根室海区：沿岸水温
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8-13℃期間
2019:47日 2020:32日
2021:27日 2022:19日
平年:32日

8-13℃期間
2019:45日 2020:35日
2021:38日 2022:24日
平年:36日

2019 2020 2021 2022 平年値

適水温の持続期間が短い



2022年春季の動物プランクトン湿重量は、過去と比較して
少ない

①オホーツク・根室海区：餌生物環境

（令和4年度道総研さけます・内水面水産試験場事業報告書の図を改変）

サケ稚魚の餌環境は（量的には）悪い



②えりも以東海区：沿岸水温
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2022年5-7月の昆布森沿岸における水温の推移
• 平年値と比較して水温は高めで推移
• 8～13℃期間は平年よりも短い

昆布森沿岸
水

温
（
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）

2019 2020 2021 2022 平年値（2012-2021年平均）

8-13℃期間
2019:38日 2020:36日
2021:32日 2022:34日
平年:49日

適水温の持続期間が短い



2022年は
・個体数密度：過去平均よりも少ない
・分類群組成：過去と比較し枝角類が多い

（令和5年度さけ・ますふ化放流抜本対策事業報告書）

昆布森沿岸における動物プランクトン個体数密度と分類群組成

②えりも以東海区：餌生物環境

サケ稚魚の餌環境と
しては悪い

2006-2015



2022年4-7月の厚田沿岸における水温の推移
• 平年よりも8℃到達時期が早く、13℃到達時期が遅い
• 8～13℃期間は平年よりも9日長い

③北海道日本海区：沿岸水温
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2022年は
・個体数密度：例年と同程度で推移
・分類群組成：小型カイアシ類と尾虫類が優占

（令和6年度さけ・ますふ化放流抜本対策事業報告書）

③北海道日本海区：餌生物環境
厚田沿岸における動物プランクトン個体数密度と分類群組成

餌環境は良くも
悪くもない



④えりも以西海区：沿岸水温

虎杖浜と春立における平均水温8～13℃期間の経年変化

虎杖浜 春立

（令和4年度さけ・ますふ化放流抜本対策事業報告書から抜粋）

2022年は近年と比較し、8℃到達時期が同じか早く、
13℃到達時期が遅い

適水温の持続期間が長め



2022年春季の北海道各海区の沿岸海洋環境
餌生物沿岸水温海区

・動物プランクトン量少ない・適水温期間：短いオホーツク海・
根室

・枝角類が優占
・個体数密度：低

・適水温期間：短い
・水温高めで推移

えりも以東

・小型カイアシ類と尾虫類が多い
・個体数密度：高

・適水温期間：長い
・水温平年並み

日本海

・情報なし・適水温期間：長めえりも以西

資源が減少した海区のうち
・オホーツク海、根室、えりも以東：沿岸環境の条件は悪い
・日本海：沿岸環境は普通

沖合域において何か特異現象が発生しているか？

→ 沿岸の海洋環境だけでは説明しきれない部分がある



特異現象の例：流氷面積の減少

• 流氷はオホーツク海沿岸における基礎生産に重要
• 2022年冬（2021年－2022年）の流氷面積は過去2番目に小さい
→ 2022年春の動物プランクトンの発生に影響した可能性

オホーツク海の最大海氷面積の経年変化
最

大
海

氷
域

面
積

（
×
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0
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2
）

（気象庁HPより）



サケ資源変動に影響すると思われる要因

（水産庁第1回不漁問題に関する検討会資料を改変）

親潮・沿岸親潮の弱勢化／暖水塊の出現

回遊条件の悪化
・適水温期間の短縮
・適水期間形成時期

の変化

餌環境の変化
・種組成の変化
・栄養塩の減少
・季節消長の変化

捕食者分布の変化
・水温上昇による

捕食者との分布
の重複

稚魚降海～北上回遊期

回帰時の
水温上昇

親魚回帰時期

回遊経路・時期の
変化

成長の悪化 捕食圧の増加

サケ資源減少・回帰率の低下

回帰過程で
の減耗

オホーツク海まで到達する個体の減少



まとめ
2025年漁期におけるサケ資源状況

・来遊数は1989年以降で過去最低、全地域で大きく減少
・海区別でもえりも以西を除き全て減少し、オホーツク海区と根室海区の

落ち込みが大きい
・主群（2021年級）の来遊が少なく、2-4年魚の合計も1989年級以降で

過去最低
・2021年級は、3年魚と比較し4年魚の来遊が少ない

2025年漁期における資源減少要因
・沿岸環境条件（適水温期間や餌生物環境）

・オホーツク・根室・えりも以東：悪い
・日本海：普通
・えりも以西：悪くない

・沖合域での特異現象の発生
・流氷面積の減少

沿岸海洋環境だけでは説明
しきれない部分も

サケ稚魚降海時の沿岸環境を押さえつつ、沖合域についても
注視していく必要がある



さけます関係研究開発推進会議における議論

・近年はオホーツク海にたどり着いたサケ幼稚魚がそこでも
減耗している可能性があるのではないか？

→ その可能性は考えられる。夏のオホーツク海での
調査は難しいので、NPAFCや日ロ間の会議等で情報
収集したい。

・今年は現時点においてロシアやアラスカにおけるサケや
カラフトマスの漁獲量が少ない模様。他国の状況も含め、
海洋環境や資源に関する情報について収集し、共有して
いただきたい。


